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　8月4日（木）に、小・中学生とその保護者を対象とした川内原子力発電所等夏休み親子見学会を開催しました。
※詳しくは、本紙6ページをご覧ください。
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◎詳しくは本紙7ページ及び8ページをご覧ください。
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「原子力防災DVD～こんな時どうする？～」を作成しました。広く市民の皆様へ貸出しを行います。
「川内原子力発電所見学会」を開催します。多数のご参加をお待ちしております。



●空間放射線量率
　川内原子力発電所を中心に設置してあるモニタリ
ングポスト及びモニタリングステーション73局で、
空気中及び大気中のガンマ線の線量率（1時間当たり
の放射線量）を連続測定しています。測定は、低線
量率を測定するシンチレーション検出器と、高線量
まで測定できる電離箱検出器によって測定しています。測定値のほとんどは、自然界の放射線によるもの
です。　

グラフの見方

過去の測定値範囲 今回の測定値範囲
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モニタリングポスト・ステーション

【調査結果】◆1月～3月（月平均値）
・シンチレーション検出器（38地点）
　県第一測定局及び九電測定局計13地点の結果は、
これまでの範囲内でした。また、平成25年度から
測定を開始した県の第四測定局25地点の結果につ
いても、先の13地点と同程度のレベルでした。

・電離箱検出器　（42地点）
　県第一及び第二測定局計22地点の結果は、これま
での範囲内でした。また、平成25年度から測定を開
始した県の第三測定局20地点の結果についても、先
の22地点と同程度のレベルでした。
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●空間放射線量測定地点（73局）

※シンチ：シンチレーション検出器、電離箱：電離箱検出器
※第三、第四測定局は平成24年度設置

測定局・主体 設備（局数） シンチ 電離箱

第一測定局 県
● モニタリングポスト（6） ○ ○
■ モニタリングステーション（1） ○ ○

第二測定局 県 ● モニタリングポスト（15） ○
第三測定局 県 ● モニタリングポスト（20） ○
第四測定局 県 ▼ モニタリングポスト（25） ○

九州電力
● モニタリングポスト（4） ○
■ モニタリングステーション（2） ○

❷



●空間積算線量（91日換算）
　空気中及び大地からのガンマ線が、3カ月間にどのくらいあるかを測定しています。
　※測定施設：モニタリングポイント
【調査結果】◆1月～3月
　今回の範囲：「0.10～0.15」・ミリグレイ
　過去の範囲：「0.09～0.17」・ミリグレイ

【補足説明】
　50地点で調査しています。　　※上図は50地点全ての積算線量範囲です。

●環境試料の放射能
　海水、牛乳などに含まれているベータ
線やガンマ線を放出する放射性物質の濃
度を測定しています。

【調査結果】◆1月～3月
　セシウム-137、ストロンチウム-90が
一部の試料で検出されましたが、これま
での調査結果と同程度のレベルであり、
異常は認められませんでした。

【補足説明】
　今回は、海洋試料11試料、陸上試料30
試料の計41試料を調査しました。
　また、環境試料の放射能分析では、人
工の放射性物質であり環境における蓄積
や被ばくの観点から重要と考えられるセ
シウムー137、コバルトー60、ストロン
チウムー90、ヨウ素ー131について測定
しています。

【用語説明】　※鹿児島県「川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書」等より
●セシウムー137（Cs）・・ウランなどの核分裂で生成する半減期約30年、ベータ線とガンマ線を出す放射性物質です。地上に
　　　　　　　　　　　　　あるほとんどは過去の原水爆実験で発生したものです。
●コバルトー60（Co）・・・原子炉の中で安定元素であるコバルトー59に放射線の一種である中性子が吸収されて生成する半減
　　　　　　　　　　　　　期約5年、ベータ線とガンマ線を出す放射性物質です。
●ストロンチウムー90（Sr）・・ウランなどの核分裂で生成する半減期約29年、ベータ線を出す放射性物質です。地上にあるほとん
　　　　　　　　　　　　　どは過去の原水爆実験で発生したものです。
●ヨウ素ー131（Ｉ）・・・・ウランなどの核分裂で生成する半減期約8日、ベータ線とガンマ線を出す放射性物質です。
●グレイ（Gｙ）・・・・・・・放射線が物質に当たるとき、その物質に吸収された放射線量を測るものさしが「グレイ」です。
●ベクレル（Bq）・・・・・・1秒間に1個の原子核が崩壊して放射線を出す物質の放射能の強度又は放射性物質の量を1ベクレル
　　　　　　　　　　　　　といいます。
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2. 空間積算線量

3. 環境試料の放射能

●調査結果：「空間放射線量及び環境試料の放射能とも、これまでの調査結果と比較して同程度のレベル
   であり、異常は認められていない。」という結果でした。
※評価基準：空間放射線量及び環境試料の放射能については「過去の測定値範囲」との比較で行います。

環境放射線監視情報携帯電話用  http://www.env.pref.kagoshima.jp/houshasen/i/data_top.cgi

携帯電話用
二次元
バーコード

環境放射線監視情報ホームページ　 http://www.env.pref.kagoshima.jp/houshasen/
空間放射線量の測定データは、リアルタイムでパソコンや携帯電話から閲覧可能となっています。

　この調査は、鹿児島県と九州電力㈱が、川内原子力発電所周辺の環境の保全と住民の健康を守るため、環境に
おける原子力発電所起因の放射線による公衆の線量が、年線量限度（１ミリシーベルト／年）を十分下回って
いることを確認するために実施しているものです。調査結果は、学識経験者で構成される「鹿児島県環境放射線モ
ニタリング技術委員会」の指導・助言を得て検討・評価を行い、3か月ごとに公表されています。
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環境水温より１℃
以 上 高 い 温 排 水
の拡散範囲は、下
げ潮時に15．5℃
以 上 の 分 布 域 が
表 層 で 天 狗 鼻 の
沖合約1．5㎞（放
水 口 から南 西に
約5．2㎞）までみ
られた。

環境水温より１℃
以 上 高 い 温 排 水
の拡散範囲は、上
げ潮時に15．5℃
以 上 の 分 布 域 が
表 層 で は寄 田 崎
の沖合約1．5㎞ま
でみられた。

温排水影響調査結果
川内原子力発電所
(平成27年度冬季)

　川内原子力発電所から排出される温排水が、周辺海域に与える影響を把握するため、県は
温排水調査を実施しています。今回、平成２７年度冬季調査の結果をとりまとめました。

水温の水平分布

温排水の拡散範囲は、放水口の周辺に限られており、過去の調査結果「昭和58年度
（発電所稼働開始後）～平成26年度」の変動の範囲内でした。

（ア） 表層水温水平分布（２月２２日　10：10～13：46　下げ潮時）

※この他、塩分・流況や主要魚類及び漁業実態についても、過去の調査結果の変動の範囲内でした。

（イ） 表層水温水平分布（２月２２日　14：20～17：34　上げ潮時）
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平成２８年調査計画
　鹿児島県及び九州電力㈱は、原子力発電所周辺の環境放射線調査と温排水影響調査を
実施しています。

環境放射線調査
温排水影響調査
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　午後は、川内駅近くにある「薩摩川内
市スマートハウス」と東郷町藤川の臥竜

梅の里清流館に隣接する「小鷹水力発電所」を見学しました。スマート
ハウスでは、電気の使用量や使用状況がわかるHEMS（ホーム・エネル
ギー・マネジメント・システム）や地中熱を活用したの空調設備などの新
エネ・省エネ設備について概要説明を受けたあと、施設の見学をしまし
た。
　最後は、小鷹水力発電所へ。最大出力は３０ｋW、低落差で発電できる
らせん水車を活用した発電設備として国内最大級で、発電した電気は、
隣接する臥竜梅の里清流館で使用して、余った電気を電力会社に売電す
ることなどの説明を受けたあと、施設の見学をしました。

薩摩川内市スマートハウス・
小鷹水力発電所

❻

夏休み親子見学会
　８月４日（木）に川内原子力発電所等夏休み親子見学会を開催しました。
市内の小中学生とその保護者２７名が参加し、川内原子力発電所展示館と
川内原子力発電所構内、薩摩川内市スマートハウス及び小鷹水力発電所
を見学し、原子力をはじめとしたエネルギーの現状について学びました。

　８月４日（木）に川内原子力発電所等夏休み親子見学会を開催しました。
市内の小中学生とその保護者２７名が参加し、川内原子力発電所展示館と
川内原子力発電所構内、薩摩川内市スマートハウス及び小鷹水力発電所
を見学し、原子力をはじめとしたエネルギーの現状について学びました。

　午前中は、川内原子力発電所展示館と川内原子力発
電所構内を見学しました。展示館では、川内原子力発
電所の概要についてビデオ鑑賞したあと、発電所の実
物大の模型など見ながら発電の仕組み、放射線に関す
ることなどを学びました。
　展示館内の見学の後は、発電所の安全対策のための
資機材を配備してある緊急用保管エリアや海水ポンプ
エリアの津波対策の状況など、発電所構内をバスで見
学しました。最後に構内にある原子力訓練センターで、
日頃から発電所職員が訓練している「運転シミュレー
タ室」を見学しました。

展示館・川内原子力発電所

子ども 保護者参加者の声参加者の声

参加してくださった皆様ありがとうございました。参加してくださった皆様ありがとうございました。

・常に安全を考えて対策されていることが分かった。ただ、どういう
災害等が起こるか分からないので絶対安全ということはないと思
う。

・必要な電力を得るには原子力発電所は必要だと思うが、安全神話で
あったころと比べて、よりいっそう安全対策に取り組んでほしい。

・電気の使い方などあまり意識していなかったが、今回の見学により
家族で話し合う良い機会となった。

・スマートハウスは、電気の使用量などがわかるのがいいと思った。
・小鷹水力発電所、こんな立派なものがあるとはびっくりしました。
・原発だけでなく、いろいろなエネルギーがもっと使われるように
なったらいいと思いました。

・原子力発電所は、地震や災害などが起きたら
危険だと思っていたけど、今日の説明をきい
て原子力発電所では安全を常に意識して危険
なことが起こらないように日々努力している
ことがわかった。
・あまりわからなかったけど勉強になった。
・いろいろなことを知れておもしろかった。
・放射線は、危険ってことは知っていたけど、
危険だから安全にされていて安心した。
・小鷹水力発電所のらせん水車にびっくりし
た。



　市では、原子力防災ＤＶＤ「こんな時どうする？」（薩摩川内市版）を制作しました。
　このＤＶＤは、原子力災害について普段から知っておくべき準備と対応について、親子
が専門家の先生に聞くという構成になっています。また、原子力に関する基礎資料も収録
されています。一般の方はもちろん、親子で一緒にご覧いただけける内容です。市内の幼
稚園、保育園、学校、地区コミ等へ配布します。御家庭でご覧になりたい方には、貸出しも
行っております。原子力防災に関する出前講座も行っています。是非、御利用ください。

　市消防局は、済生会川内病院、九州電力川内原子力発電所、鹿児島大学医学部附属
病院及び鹿児島県と被ばく患者の受入れと患者搬送訓練を実施しました。概要につい
ては、次のとおりです。
　日時：平成28年７月２日（土）午前9:00～午前11:30
　場所：済生会川内病院被ばく医療施設～鹿児島大学医学部附属病院
　訓練概要：川内原子力発電所内で、重症患者２名が発生。２名とも放射線被ばくが
　認められたとの想定。消防局救急車にて、済生会川内病院へ搬送。同病院被ばく医
　療施設での応急処置後、１名は治療困難のため、県消防防災ヘリコプターで大学病
　院へ搬送を行いました。

　関係機関は、今回実施した訓練
結果をしっかりと検証し、防災対
策の実効性が高まるよう、引き続
き取り組んでいきたいと考えてい
ます。

●原子力防災ＤＶＤ（37分40秒）
　タイトル：「こんな時どうする？」
　～原子力災害、知っておきたい「準備」と「対応」～
●貸出し申込・問合先
　本庁防災安全課
　電話0996－23－5111
　　　(内線4921)
　または、各支所地域振興課

原子力防災研修DVD貸出します原子力防災研修DVD貸出します

被ばく医療訓練実施

❼



INFORMATION／お知らせ

中越パルプ工業株式会社川内工場で生産されている環境に優しい国産竹を 10％使った紙を使用しています。

【編集・発行】 薩摩川内市 総務部 防災安全課 原子力安全対策室
〒8 9 5 - 8 6 5 0 薩摩川内市神田町 3 番 2 2 号
電話　 0 9 9 6 ー2 3 ー5 1 1 1 FAX　 0 9 9 6 ー2 5 ー1 7 0 4

川内原子力発電所の運転状況は、以下に示すとおりです。
※九州電力（株）からの提供資料を基に作成しています。

●発電電力量（1・2号機合計）6月分

※適切に管理されています。 ※200リットルドラム缶相当 ※貯蔵容量  約37,000本

●発電所の運転状況（1・2号機）

●低レベル放射性廃棄物（気体）1・2号機合計
平成28年4月1日～平成28年6月30日現在

●低レベル放射性廃棄物（固体）1・2号機合計
平成28年6月30日現在

●県内の発電電力量と消費電力量（6月分） ●使用済燃料の貯蔵状況（6月30日現在）

＊設備利用率：発電電力量÷（認可出力×暦日時間）×100
＊定格熱出力一定運転導入（平成14年）により、設備利用率は100％
   を超えることがあります。

放　出　量

検出限界値以下 1.7×1015ベクレル
年間放出管理目標値（参考） 貯　蔵　量

23,483本※
貯　蔵　率

63.5％

約13.4億kWh
発電電力量の合計 設備利用率

104.8％

川内原子力発電所運転状況等川内原子力発電所運転状況等

川内原子力発電所定期検査予定 原子力規制委員会への原子炉設置変更許可申請

（単位：億kWh）〔発電電力量内訳〕

水力 0.2火力 0.6
地熱・風力 0.2原子力 13.4

500 1,000 1,500 体

１号機
２号機

１号機
２号機

1,868体
1,356体

1,111体
使用済燃料

 貯蔵容量 　貯　　蔵　　量

772体
17体

再使用燃料

46体
1,128体

計

818体
60.4％

貯 蔵 率

60.3％

5 10 15 億kWh

発電電力量
消費電力量

14.5
7.2

※四捨五入の関係上数値が合わない場合があります。

２
号
機

１
号
機

出力89万キロワット　営業運転開始／昭和60年11月出力89万キロワット　営業運転開始／昭和60年11月

平成28年
1月 2月 3月 4月 5月 6月

　営業運転開始／昭和59年7月出力89万キロワット出力89万キロワット　営業運転開始／昭和59年7月

通常運転

通常運転

●大人→顔写真付きの身分証明書
　（運転免許証・住民基本台帳カード・パスポート
　　・マイナンバーカードのいずれか）
●子供→保険証・マイナンバーカードのいずれか

当日必要なもの

❽

参加者募集
川内原子力発電所見学会川内原子力発電所見学会

●日　　時：平成 28 年 11 月 19 日（土）9:30 ～ 11:30（見学時間予定）
●見　学　先：川内原子力発電所
●集合場所：川内文化ホール前及び各支所
　　　　　　

●対　　象：市内に住所を有する方　※ただし、18 歳未満は保護者同伴
●参　加　料：無料
●定　　員：40 名（定員になり次第、締切） ※最小催行人員：10 名
●申込締切：平成 28 年 11 月７日（月）
●申込方法：電話でお申し込みください。
●申込・問合先：本庁原子力安全対策室　電話 23-5111（内線 4632）

●１号２号機の定検予定
・１号機　平成２８年１０月　６日～
・２号機　平成２８年１２月１６日～

●審査中の項目
・特定重大事故等対処施設の設置　・緊急時対策所の変更
・常設直流電源設備の設置　　　　・受電系統の変更

※集合場所から見学先までは、市で貸切バスを用意します
　が、集合場所までは各自でお集まりください。　

対象地域：川内・樋脇・入来・東郷・祁答院

　市では、原子力発電所を実際に見学して
いただき、原子力発電及びエネルギーに関す
る知識を深めていただくことを目的に、次の
内容で川内原子力発電所の見学会を開催し
ます。奮ってご応募ください。


